
３・２１ わくわく市民のつどい ２０１９より 

これからの地域福祉は 

市民参加で創る 
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府中・生活者ネットワーク 西のなお美、奥村さち子、田村智恵美の活動を報告します。 

すべきです。 

■利用者が少ないサービスでも 

しっかり充実を 

府中市には 5,300 人以上の外国籍の

方が住んでいますが、市の外国人相談や

通訳サービスは使いづらいという声が

届いています。観光客だけでなく外国籍

の方は今後も増え、相談支援の必要性も

増加します。窓口業務をはじめ、対応の

充実が必要です。 

また、障害者福祉費や児童福祉費など

のサービスも、利用者が少数でも、行政

の都合で削減すべきではありません。 

っていることなどを、データを交えて説

明されました。今、孤立と不安を抱える

人たちや「介護難民」の増加が避けられ

ない深刻な状況であり、利己でもなく利

他でもない「双他（そうた）共生」のしく

みを市民参加で創っていくことが必要

であるとのことでした。 

府中市でも、子ども、若者、子育て世

代、介護世代、高齢の方、誰もが孤立せ

ず、安心して地域で暮らし続けるために

は、地域の人と人とのつながりを改めて

創っていくことが必要です。１人ひとり

の持てる力を出し合い、お互いさまのた

すけあう関係性を身近なところから築

くしくみを、市民参加で創っていくこと

がこれからの地域福祉の課題だと痛感

しました。 
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奥村さち子 

「行財政改革推進プラン」ありきの 

2019年度予算に反対しました！ 
 

消費税の引き上げに連動した、低所得者や子育て世帯に向けたプレミアム付商

品券配布や、国の方針による幼児教育無償化の経費などが計上され、2019 年度

は１,０００億円を超える予算となりました。ラグビーワードカップやオリンピッ

ク・パラリンピック関連で２億 5,700 万円が計上された一方で、公民館などの使

用料が受益者負担として有料化されました。 

 

 

 奥村さち子 
 

このままでは 

社会保障制度は 

数人で高齢者を支える 

騎馬戦型から 

１人で支える肩車型に 

3月 21日に開催した「わくわく市民

のつどい」では、石毛えい子さん（市民

政策調査会顧問・元衆議院議員）から「市

民参加のまちづくり―その可能性」をテ

ーマに、今後の地域福祉の課題について

聞きました。 

少子高齢社会が進む中で、これまでは

現役世代が数人で高齢者 1 人を支える

「騎馬戦型」だったところ、将来は１人

で１人を支える「肩車型」社会になり、

社会保障制度が行き詰まること。高齢者

を支える介護労働者が圧倒的に足りな

くなること。１人暮らしの高齢者や結婚

をしない若者が増え、家族の形態が変わ

■本気でジェンダー平等を 

目指しているか？ 

他市に先駆けて、人権を尊重し互いに

多様性を認め合う共生社会の実現を目

指すとして、「パートナーシップ宣誓制

度」を開始しました。しかし具体的な取

り組みは一切予定されておらず、当事者

の考えを聞く機会も想定していません。 

「女性センター」が 25周年を迎え「男

女共同参画センター」に名称変更されま

すが、この機会にジェンダー平等や男女

の差別解消を目指して、積極的に取り組

むために、男女共同参画の担当課を設置

■教材費まで受益者負担！？ 

「行財政改革推進プラン」を根拠に 5

年前から教材費の公費負担削減が続き、

保護者負担額が毎年増加しており、子育

て世帯への支援という全体の流れと逆

行しています。 

「行財政改革」として財政削減を名目

に市民に直接かかわるサービスの削減

が進行し、公共に対する信頼を失うこと

につながる予算案に反対しました。 
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３
月
議
会
よ
り 

          

「
８
０
５
０
問
題
」を
見
据
え
て 

ひ
き
こ
も
り
へ
の
支
援
を 

 
 

ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
と
い
う
言
葉
で

若
者
の
生
き
づ
ら
さ
が
語
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
若
者
が
い
ま
50
歳
代
に
差
し

掛
か
り
、
高
齢
と
な
っ
た
親
（
80
代
）
が

収
入
の
な
い
子
と
同
居
を
続
け
行
き
詰
ま

る
「
８
０
５
０
問
題
」
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
自
己
責
任
」
だ
と

放
置
し
て
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻
な
状
況

に
な
り
、
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。
市

は
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
質
問
し
ま
し
た
。 

 

「
ひ
き
こ
も
り
支
援
」
の
対
象
は
、
35

歳
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
年
齢
を
超
え
る
と

支
援
を
担
当
す
る
課
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
家
庭
に
は
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
よ
う
な
積
極
的
な
支
援
が
必

要
で
す
が
、
生
活
全
般
の
相
談
に
応
じ
る

「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
対

応
す
る
の
も
難
し
い
状
況
で
す
。
危
機
感

が
感
じ
ら
れ
な
い
市
の
姿
勢
に
対
し
て
、

必
要
な
体
制
整
備
を
も
っ
と
積
極
的
に
行

な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

市
立
図
書
館
の
運
営
方
法
は 

市
が
責
任
を
も
っ
て
決
め
る
べ
き 

 

中
中
央
図
書
館
を
含
む
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中

は
、
建
物
全
体
の
管
理
は
官
民
連
携
の
P

F

I
事
業
で
す
が
、
図
書
館
の
運
営
は
一

部
が
市
の
直
営
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
は

民
間
事
業
者
に
委
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
形

態
が
２
０
２
２
年
で
15
年
目
と
な
り
契

約
が
満
了
と
な
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
次

の
運
営
方
法
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
そ
し
て
市
は
、
市
内
に
12
館
あ
る
地
区

図
書
館
の
運
営
方
法
も
合
わ
せ
て
検
討
し
、

す
べ
て
の
図
書
館
運
営
を
指
定
管
理
で
行

な
う
の
か
、
あ
る
い
は
直
営
で
行
な
う
の

か
を
決
め
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

図
書
館
は
、
市
民
の
知
的
財
産
で
あ
り
、

公
共
に
求
め
ら
れ
る
の
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
だ
け
で
な
く
図
書
館
全
体
の
質
の

確
保
で
す
。
「
指
定
管
理
あ
り
き
」
で
は
、

結
局
指
定
管
理
事
業
者
の
質
に
委
ね
て
し

ま
う
結
果
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

さ
ら
に
、
市
は
ど
う
い
う
運
営
の
や
り

方
に
す
る
か
を
、
図
書
館
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
、
諮
問
す
る
方
針
で
す
。
図
書
館

協
議
会
は
図
書
館
の
質
の
向
上
の
た
め
の

議
論
の
場
で
あ
る
は
ず
で
す
。
運
営
の
や

り
方
に
つ
い
て
は
、
市
が
き
ち
ん
と
方
針

を
定
め
て
公
表
し
、
市
民
の
声
を
聞
く
べ

き
で
す
。 

      

議
会
基
本
条
例
が 

制
定
さ
れ
ま
し
た 

 
 

 
 ３

３
月
議
会
で
「
府
中
市
議
会
基
本
条
例
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
求
め
て
い
た
「
議
会
報
告
会
」
や
「
議

員
間
討
議
」
は
盛
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
議
会
内
で
２
年
半
に
わ
た
り
会
派

や
立
場
を
超
え
て
検
討
し
た
結
果
で
す
。 

 
 

第
18
条
に
は
「
必
要
に
応
じ
て
条
例
を

改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
。

今
後
は
議
会
が
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ

て
い
る
か
の
検
証
を
行
な
い
、
よ
り
市
民

の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
条
例
へ
と
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                     

  

  

                        

田村智恵美 一般質問 

子どもの権利をやさしく学ぶ絵本を展示  

府中ふれあいこどもまつりでミニワークショップ 

3月 10日に、すべての子どもが虐待や差別などから守ら

れ、基本的人権を保障するために作られた「子どもの権利条

約」について分かりやすく描いた絵本のイラスト展を行ないま

した。ミニワークショップ「あいさつのアーチ」も催し、子ど

もたちが好きなあいさつをしながら自由に遊びました。「好き

なようにする」「自由に遊ぶ」ことは子どもの権利であると絵

本の中でも述べられています。子どもたちを大切にする社会で

あるために、これからも「絵本で学ぶ子どもの権利ネットワー

ク」と協力したこの展示を続けていきます。 

 

  

 

「府中市行政不服審査会」が 

市の情報開示の黒塗りに 
 

市の施設であるグリーンプラザの敷地利用を民間事業者

に委ねるにあたり、事業者選定過程の文書を昨年6月に情

報公開請求したところ、市は受注した事業者以外ほぼ黒塗

りの「一部開示」にしたことを、本紙151号（昨年10月

発行）で報告しました。これに対し、10月に田村智恵美  

が「全部開示」を求める審査を市に請求したところ、3月

に「府中市行政不服審査会」より市長に対し「市には不開

示とすべき正当な理由を欠いている」として「全部開示すべ

きである」という答申が出されました。 

市は黒塗りにした理由を「民間企業の事業運営上の地位 

が損なわれる」からとしていました。しかし審査会は、企 

業が公共事業に応募するなら批判と監視にさらされるのは

当然の前提としなくてはいけないはず、市は必要以上に事

業者の利益に配慮し、事業の透明性を損なっている、と断

じています。 

市は今後も公共事業に民間手法を導入するつもりですが

情報公開については見識が不十分であることを、審査会は

はっきり指摘しました。 

これを受けて市は3月29日に情報の全部開示を決定しま

したが、審査会の批判には答えていませんでした。 

 

、 


